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 さん 
 

［略 歴］ 

年  齢  42歳 

住  所  東京都足立区在住  

略  歴  東京都立川市出身 

東京外国語大学大学院などに学び、中国・四川外国語大学日本語学

部専任講師を経て、平成21年より同大学日本語学部客員教授。平成

27年、東洋大学大学院文学研究科国文学専攻博士後期課程単位取得

満期退学（坂口安吾と日本哲学の研究）。その後、会社役員、東洋大

学社会貢献センター講師などを務める。 

 

 

［応募動機及びコメント］ 

 一般的に、私の世代は「ロスジェネ世代（就職氷河期世代）」と呼ばれています。

現在、この世代の多くは壮年期を終え、中年期に入ってしまいました。この世代

が就職活動をしていた頃から、生きる不安を抱えたまま、およそ20年近くが経っ

てしまったことになります。 

その間、日本の知識界では、こうした状況から新たな理論が作り出されること

はなく、相変わらず欧米の理論を日本の状況にはめ込むというパターンで知的生

産が続けられてきました。そのため、「ロスジェネ世代」に有効な〈哲学〉＝生き

方、考え方が提供されることもありませんでした。 

こうした状況を暁烏敏が見ていたら、どのように考えたのだろうか-私はその

ような思いで、彼の『歎異抄講話』の読み、彼の〈哲学〉を発掘できるように努

めました。今回、まだ試みに過ぎない拙論を評価していただいたことは、誠に幸

甚の至りです。これを励みに、今後も暁烏敏の〈哲学〉の継承と、そこから新た

な知的生産ができるよう努めていきたいと思います。 
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本
論
は
、
暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
に
関
す
る
作
品
論
で
あ
る
。 

一
九
二
六
年
（
大
一
五
）
、
東
京
帝
大
仏
文
科
在
学
中
の
小
林
秀
雄
は
『
佛
蘭
西
文

学
研
究
』
に
「
人
生
斫
断
家
ア
ル
チ
ュ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
」
を
書
い
た
。
そ
の
冒
頭
に

は
、
「
こ
の
小
論
は
勿
論
研
究
と
称
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。ラ
ン
ボ
オ
集
一
巻

を
愛
し
た
者
の
一
報
告
書
に
過
ぎ
な
い
」（
小
林
秀
雄
『
作
家
の
顔
』
新
潮
文
庫
、
一
九
六

一
年
、
二
一
六
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
小
林
の
言
葉
に
倣
え
ば
、
本
論
も
『
歎
異
抄
講
話
』

に
関
す
る
「
研
究
と
称
せ
ら
る
べ
き
も
の
」
で
は
な
く
、
そ
れ
を
「
愛
し
た
者
の
一

報
告
書
」
で
あ
る
、
と
い
え
る
。 

 

暁
烏
敏
に
関
す
る
「
研
究
」（
宗
教
学
）
に
お
い
て
は
、
暁
烏
の
「
信
仰
」
は
三
つ

の
時
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。 

第
一
に
、
明
治
期
。
師
・
清
沢
満
之
ら
と
「
精
神
主
義
」
運
動
を
起
こ
し
、
『
歎
異

抄
講
話
』
を
書
い
た
時
期
。
第
二
に
、
大
正
期
。
妻
・
房
子
と
の
死
別
。
そ
の
後
の

女
性
関
係
に
よ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
、
世
間
か
ら
非
難
さ
れ
た
時
期
。
こ
の
時
、
暁

烏
は
い
わ
ゆ
る
更
生
三
部
作-

『
更
生
の
前
後
』
、
『
独
立
者
の
宣
言
』
、
『
前
進
す
る

者
』
を
書
い
て
い
る
。
第
三
に
、
昭
和
期
。
浄
土
真
宗
僧
侶
の
立
場
か
ら
太
平
洋
戦

争
に
加
担
し
た
と
い
わ
れ
る
時
期
。
こ
の
時
期
は
、
暁
烏
の
側
近
か
ら
も
危
険
視
さ

れ
て
い
た
（
実
際
、
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
文
章
の
多
く
が
『
暁
烏
敏
全
集
』
に
収

録
さ
れ
て
い
な
い
）
。 

 

（
宗
教
学
の
専
門
家
で
は
な
い
）
筆
者
は
、
暁
烏
敏
の
「
信
仰
」
（
変
わ
っ
た
部
分
）

に

眼

を

向

け

る

の

で

は

な

く

、

彼

の

生

涯

抱

え

て

い

た

「

不

安

」

（
変
わ
ら
な
か
っ
た
部
分

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

）
に
注
目
し
た
。
確
か
に
、
暁
烏
は
『
歎
異
抄
講
話
』
に

お
い
て
、
「
信
仰
」
に
つ
い
て
書
い
た
。
が
、
そ
こ
で
は
、
（
彼
に
よ
っ
て
）
明
確
に
生
の

・

・

「
不
安

・

・

」
が
自
覚
さ
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
彼
の
「
信
仰
」
を
「
研
究
」
す
る
に
は
、
『
暁
烏
敏
全
集
』
が
必
要
に
な
る
。

ま
ず
、
そ
の
「
信
仰
」
の
全
体
像
を
俯
瞰
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
が
、
こ

れ
は
一
般
で
は
手
に
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、
全
集
が
な
く
て
も
、
専
門

家
で
な
く
て
も
、
一
般
に
手
に
入
れ
や
す
く
、
読
み
や
す
い
『
歎
異
抄
講
話
』
に
あ
え
て

・

・

・

焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
彼
が
闘
い
続
け
た
「
不
安
」
と
は
一
体
何
か
、
そ
し
て
そ

れ
と
闘
う
た
め
の
武
器
と
し
て
の
「
信
仰
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か-

暁
烏
敏
の
〈
哲
学
〉-

に
つ
い
て
、
本
論
で
は
論
じ
て
い
る
。 
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㈠
（
近
代
日
本
に
お
け
る
）
生
の
「
不
安
」 

 

一
〇
〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
に
な
る
。 

 

「
こ
の
男
」
が
書
い
た
講
話
録
の
序
は
、
次
の
よ
う
な
（
人
生
に
対
す
る
）
慙
愧

ざ

ん

き

の

念
で
始
ま
っ
て
い
る
。 

 

本
書
の
著
者
は
、
傲
慢
な
、
名
誉
心
の
強
い
、
し
よ
う
の
な
い
男
で
あ
る
。

家
庭
に
い
る
こ
ろ
は
父
母
を
泣
か
せ
、
学
校
に
あ
る
こ
ろ
は
不
勉
強
で
先
生
に

心
配
を
か
け
、
社
会
に
出
で
て
は
極
端
な
議
論
を
吐
い
て
友
人
や
先
輩
の
人
々

に
迷
惑
を
か
け
て
お
る
男
で
あ
る
。
か
つ
て
は
酒
色
に
耽
り
、
賭
博
に
溺
れ
、

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
罪
悪
に
汚
れ
た
、
い
わ
ば
人
の
風
上
に
は
置
か
れ
ぬ
男
で
あ

る
。 

 

こ
の
子
は
と
て
も
二
十
五
ま
で
は
生
き
ら
れ
ま
い
と
、
人
々
か
ら
い
わ
れ
た

ほ
ど
身
体
が
弱
か
っ
た
の
と
、
十
一
歳
の
時
に
父
に
別
れ
た
の
と
で
、
妙
に
死

と
い
う
こ
と
に
恐
れ
を
い
だ
き
、
ほ
と
ん
ど
神
経
質
と
い
う
て
よ
い
ほ
ど
に
死

を
恐
れ
る
の
が
こ
の
男
の
特
性
で
あ
る
。
死
に
と
も
な
い
、
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
、

死
に
と
も
な
い
、
こ
れ
が
常
に
こ
の
男
の
胸
中
に
わ
だ
か
ま
れ
る
煩
悶
で
あ
っ

た
。 

 

こ
の
男
は
弱
く
て
、
し
か
も
ま
け
嫌
い
で
、
働
か
ず
、
し
か
も
得
が
ほ
し
い

と
い
う
始
末
に
お
え
ぬ
根
性
を
持
っ
て
お
る
一

。 

 

こ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の
告
白
が
自
然
主
義
文
学
に
通
じ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
こ

う
し
た
慙
愧
の
念
か
ら
仏
教
的
内
観
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
…
…
な
ど
と
論
じ
た

い
の
で
は
な
い
。 

「
こ
の
男
」
が
慙
愧
の
念
を
述
べ
、
自
分
の
「
信
仰
」
に
向
き
合
っ
て
い
た
時
、

彼
の
生
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
た
の
は
、
い
い
知
れ
ぬ
「
不
安
」
の
存
在
だ
っ
た
。 

筆
者
が
こ
の
一
節
か
ら
受
け
取
っ
た
の
も
、
あ
る
種
の
「
不
安
」
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
は
学
術
レ
ベ
ル
で
考
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
（
筆
者
の
）
感
情
レ
ベ
ル
で

感
じ
と
ら
れ
た
も
の

・

・

・

・

・

・

・

・

で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
「
不
安
」
を
体
現
し
て
い
た
男
が
い
る
。 

芥
川
龍
之
介
で
あ
る
。 

一
九
二
七
年
（
昭
二
）
、
芥
川
は
「
自
殺
者
は
大
抵
レ
ニ
エ
の
描
い
た
や
う
に
何
の

為
に
自
殺
す
る
か
を
知
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
我
々
の
行
為
す
る
や
う
に
複
雑

な
動
機
を
含
ん
で
ゐ
る
。
が
、
少
く
と
も
僕
の
場
合
は
唯
ぼ
ん
や
り
し
た
不
安
で
あ

る
。
何
か
僕
の
将
来
に
対
す
る
唯
ぼ
ん
や
り
し
た
不
安
で
あ
る
」
二

と
い
う
言
葉
を

残
し
て
自
殺
し
た
。
三
五
歳
だ
っ
た
。 

晩
年
の
芥
川
は
「
不
安
」
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。 

そ
の
頃
書
か
れ
た
『
歯
車
』
や
『
或
阿
呆
の
一
生
』
な
ど
の
作
品
に
は
、
彼
の
「
不

安
」
へ
の
悲
痛
な
敗
北
感
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
以
下
は
『
歯
車
』
の
末
尾

で
あ
る
）
。
「
僕
は
も
う
こ
の
先
を
書
き
つ
づ
け
る
力
を
持
つ
て
ゐ
な
い
。
か
う
云
ふ

気
も
ち
の
中
に
生
き
て
ゐ
る
の
は
何
と
も
言
は
れ
な
い
苦
痛
で
あ
る
。
誰
か
僕
の
眠

つ
て
ゐ
る
う
ち
に
そ
つ
と
絞
め
殺
し
て
く
れ
る
も
の
は
な
い
か
？
」
三

。 

こ
の
芥
川
の
自
殺
は
、
の
ち
に
日
本
近
代
文
学
の
「
敗
北
」
と
い
わ
れ
た
四

。 

  

㈡ 

清
沢
満
之
か
ら
暁
烏
敏
へ 

 

は
じ
め
に
、
清
沢
満
之
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
清
沢
は
、
近
代
仏
教
界
に
お
け
る
〈
哲
学
〉
者
で
あ
っ
た
。 

 

こ
こ
で
の
〈
哲
学
〉
と
は
何
か-

そ
れ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
を
淵
源
と
し
、
世
界

の
根
本
原
理
を
理
性
に
よ
っ
て
究
明
す
る
学
術
の
謂
で
は
な
い
、
人
生
の
道
理
を
追

求
す
る
学
術
の
こ
と
で
あ
る
。 

〈
哲
学
〉
者
・
清
沢
満
之
は
、
西
田
幾
多
郎
や
鈴
木
大
拙
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

哲
学
者
た
ち
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。 
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清
沢
は
一
八
六
三
年
（
文
三
）
、
尾
張
名
古
屋
の
生
ま
れ
。
生
家
は
貧
し
か
っ
た
。 

 

一
八
七
四
年
（
明
七
）
、
小
学
校
卒
業
後
、
愛
知
外
国
語
学
校
（
英
語
専
攻
）
に
入

学
し
た
。
が
、
同
校
は
財
政
難
の
た
め
、
の
ち
に
廃
校
。
次
に
転
校
し
た
愛
知
県
医

学
校
も
学
校
設
備
の
問
題
な
ど
で
休
校
、
清
沢
は
退
学
し
て
い
る
。 

 

転
機
は
一
八
七
八
年
（
明
一
一
）
、
清
沢
満
之
、
一
六
歳
の
時
で
あ
る
。
清
沢
は
俗

家
か
ら
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
と
な
り
、
東
本
願
寺
育
英
教
校
に
入
学
し
た
。
成

績
優
秀
で
あ
っ
た
清
沢
は
、
一
八
八
一
年
（
明
一
四
）
、
育
英
教
校
か
ら
東
京
留
学
を

命
じ
ら
れ
、
東
大
文
学
部
哲
学
科
（
西
洋
哲
学
専
攻
）
に
入
学
し
た
（
清
沢
が
哲
学
を

専
攻
し
た
の
は
、
東
洋
大
学
の
創
設
者
で
、
哲
学
者
の
井
上
円
了
の
勧
め
に
よ
る
）
。 

 

一
八
八
七
年
（
明
二
〇
）、
東
大
を
首
席
で
卒
業
。
同
大
大
学
院
（
宗
教
哲
学
専
攻
）

に
進
ん
だ
。
が
、
一
年
余
り
で
退
学
。
京
都
へ
移
住
。
京
都
府
立
尋
常
中
学
校
校
長

と
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
の
清
沢
は
、
教
育
者
と
し
て
教
育
改
革
を
、
宗
教
家
と
し
て
教
団
の
組
織

改
革
な
ど
を
行
っ
て
い
っ
た
。 

 

一
方
で
、
清
沢
は
優
秀
な
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
は
自
ら
の
博
識
を
誇
り

た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、「
安
心
」
の
境
地
に
至
り
た
い
と
い
う
大
願
望
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
。 

 

一
八
九
二
年
（
明
二
五
）
、
哲
学
者
と
し
て
の
清
沢
は
『
宗
教
哲
学
骸
骨
』
を
書
い

た
。 そ

の
中
に
、
清
沢
が
宗
教
家
で
あ
り
、
同
時
に
哲
学
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
節

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
宗
教
と
は
何
か
、
哲
学
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
文
に

な
っ
て
い
る
。 

 

 

道
理
心
は
無
限
の
存
在
の
真
否
を
疑
っ
て
、
こ
れ
を
研
究
し
、
こ
れ
を
検
討

し
て
、
最
後
に
は
こ
れ
を
窮
め
尽
く
そ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
、
も
し
明
々
確
々

に
こ
れ
を
獲
得
す
れ
ば
、
哲
学
が
無
限
に
関
係
す
る
事
業
は
終
結
す
る
。
と
こ

ろ
が
宗
教
心
は
、
第
一
歩
の
出
発
点
に
お
い
て
無
限
の
実
存
を
確
信
し
、
こ
れ

に
対
向
し
て
、
そ
の
感
化
を
受
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
以
上
の

こ
と
を
要
約
し
て
い
え
ば
、
哲
学
の
終
わ
る
と
こ
ろ
に
宗
教
の
事
業
が
始
ま
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
哲
学
を
考
究
し
終
わ

ら
な
け
れ
ば
宗
教
に
入
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
無
限

を
追
求
し
受
用
す
る
順
序
に
お
い
て
、
上
の
よ
う
な
次
第
が
あ
る
と
い
う
だ
け

で
あ
る
五

。 

  

清
沢
に
、
宗
教
と
哲
学
を
学
ば
せ
た
も
の
は
何
か
。 

そ
こ
に
、
清
沢
の
〈
哲
学
〉
の
特
色-

「
無
限
を
追
求
し
受
用
す
る
」
こ
と-

を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

確
か
に
、
「
第
一
歩
の
出
発
点
に
お
い
て
無
限
の
実
存
を
確
信
し
、こ
れ
に
対
向
し

て
、
そ
の
感
化
を
受
け
よ
う
と
す
る
」
と
い
う
教
え
は
、
日
本
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
。 

例
え
ば
、
中
世
（
鎌
倉
時
代
）
に
お
け
る
親
鸞
＝
浄
土
真
宗
の
教
え
が
そ
れ
に
あ
た

る
。 し

か
し
、
近
代

・

・

と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、
清
沢
は
「
無
限
」
を
媒
介
に
し
て
宗
教

と
哲
学
に
つ
い
て
書
い
た

・

・

・

（
あ
る
い
は
、
考
え
た

・

・

・

）
。 

そ
の
こ
と
に
は
、
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

近
代
と
い
う
時
代
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
唐
木
順
三
は
こ
う
説
明
を
し
て
い
る
。
「
近

代
と
い
う
歴
史
の
帰
結
」
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
「
近
代
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
へ
、
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
へ
と
い
う
道
を
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
す
す
ん
で
き
た
。
す
べ
て
の
も
の
の
無

意
味
化
と
い
っ
て
も
よ
い
。
価
値
体
系
の
崩
壊
と
い
っ
て
も
よ
い
。
す
べ
て
の
も
の

を
対
象
化
し
、
無
記
化
し
、
外
化
し
、
非
人
間
化
し
て
ゆ
く
科
学
、
自
然
科
学
が
近

代
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
科
学
は
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
、
進
歩
す
る
よ
り
外
に
仕
方

な
い
も
の
」
六

で
あ
る
、
と
。 

近
代
を
生
き
る
人
間
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
無
意
味

化
」
さ
れ
、
「
価
値
体
系
の
崩
壊
」
し
た
後
の
「
不
安
」
を
孕
ん
だ
生
を
、
で
あ
る
。 

し
か
し
、
い
か
に
科
学
が
進
歩
し
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
生
の
「
不
安
」
を
解
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決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
宗
教
と
哲
学
に
よ
っ
て
「
無
限
を
追
求
し
受

用
す
る
」こ
と
で
こ
そ
、
「
安
心
」
が
得
ら
れ
る
の
だ
、
清
沢
は
そ
う
確
信
し
て
い
た
。 

 

清
沢
は
い
う
。
「
他
力
門
の
信
者
（
筆
者
注:

浄
土
真
宗
の
信
者
）
は
、
心
外
に
無
限
体

を
認
信
す
る
か
ら
、
そ
の
救
済
と
摂
取
が
疑
い
な
い
こ
と
に
安
心
す
る
の
で
あ
る
」
七

、

と
。 

 
 

こ
こ
で
の
主
人
公-

暁
烏
敏
も
〈
哲
学
〉
者
で
あ
っ
た
。 

 

暁
烏
は
一
八
七
七
年
（
明
一
〇
）
、
石
川
県
石
川
郡
出
城
村
（
現
・
白
山
市
）
に
生
ま

れ
た
。 

 

暁
烏
の
生
家
は
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
明
達
寺
。
父
・
暁
烏
依
念

え

ね

ん

は
地
元
で
有
名

な
僧
侶
で
あ
っ
た
。
が
、
暁
烏
は
幼
く
し
て
、
父
と
死
別
し
て
い
る
。 

 

一
八
八
七
年
（
明
二
〇
）
、
松
任
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
金
沢
の
共
立
尋
常
中
学
校

（
東
本
願
寺
系
の
学
校
）
に
進
学
す
る
。
が
、
暁
烏
少
年
は
日
本
語
を
世
界
に
広
め
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
た
め
、
同
校
の
英
語
重
視
の
教
育
方
針
に
反
抗
。
そ
し
て
一

八
九
三
年
（
明
二
六
）
、
つ
い
に
は
退
学
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
年
九
月
、
京
都
大
谷

尋
常
中
学
校
に
編
入
し
、
そ
こ
で
生
涯
の
師-

清
沢
満
之
と
出
会
う
。 

 

一
八
九
六
年
（
明
二
九
）、
真
宗
大
学
（
現
・
大
谷
大
学
）
本
科
に
入
学
。 

 

一
九
〇
〇
年
（
明
三
三
）、
真
宗
大
学
を
卒
業
。
今
度
は
東
京
外
国
語
学
校
（
現
・

東
京
外
国
語
大
学
）
露
語
別
科
に
入
学
（
ロ
シ
ア
語
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
の
は
、

『
浮
雲
』
な
ど
を
書
い
た
二
葉
亭
四
迷
で
あ
っ
た
）
。
同
年
九
月
、
私
塾
浩
々
洞
が
開

か
れ
る
。 

 

一
九
〇
一
年
（
明
三
四
）、
浩
々
洞
の
同
人
ら
と
雑
誌
『
精
神
界
』
を
創
刊
。 

 

一
九
〇
三
年
（
明
三
六
）
一
月
、
『
精
神
界
』
に
「
『
歎
異
抄
』
を
読
む
」
を
書
く
。

同
年
六
月
六
日
、
清
沢
満
之
が
死
去
。
暁
烏
が
浩
々
洞
の
代
表
に
な
る
。 

浩
々
洞
で
の
活
動
抜
き
に
、
暁
烏
敏
と
清
沢
満
之
の
仏
縁
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が

で
き
な
い
。 

 

浩
々
洞
と
は
、
清
沢
満
之
主
宰
の
私
塾
の
こ
と
で
あ
る
。 

東
本
願
寺
か
ら
宗
教
事
情
の
調
査
を
命
じ
ら
れ
、
欧
米
各
国
に
渡
っ
て
い
た
近
角

常
じ
ょ
う

観か
ん

の
留
守
宅
（
東
京
・
本
郷
）
を
借
り
て
開
か
れ
て
い
た
。 

「
「
浩
々
」
と
は
、
水
が
広
く
み
な
ぎ
り
、
見
渡
す
限
り
水
平
線
と
い
う
広
大
な
様

を
意
味
し
、
彼
ら
の
理
想
と
す
る
信
仰
的
立
場
と
重
ね
て
表
現
し
た
も
の
」
八

で
あ

る
。 「

浩
々
」
と
い
う
名
の
通
り
、
実
際
に
、
こ
の
私
塾
が
近
代
真
宗
教
学
を
担
っ
て

い
た
。 

そ
の
中
心
で
仕
事
を
し
て
き
た
の
が
、
清
沢
門
下
の
暁
烏
敏
・
佐
々
木
月
樵

げ
っ
し
ょ
う

・
多

田
鼎

か
な
え

で
あ
る
。 

多
彩
な
個
性
と
豊
か
な
才
能
を
具
え
た
彼
ら
は
、
「
浩
々
洞
三
羽
烏
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
。 

清
沢
に
と
っ
て
、
彼
ら
は
（
京
都
大
谷
尋
常
中
学
校
時
代
の
）
教
え
子
で
あ
る
と

同
時
に
、
教
団
組
織
改
革
の
同
志
で
あ
っ
た
。 

 

こ
こ
、
浩
々
洞
に
集
っ
た
者
た
ち
は
、『
精
神
界
』
を
中
核
と
す
る
「
精
神
主
義
」

運
動
を
起
こ
し
た
。 

 

「
精
神
主
義
」
に
つ
い
て
、
清
沢
満
之
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
「
わ
れ

わ
れ
が
生
き
て
ゆ
く
の
に
は
、
か
な
ら
ず
一
つ
の
完
全
な
立
脚
地
が
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
な
く
て
、
く
ら
し
を
立
て
、
事
を
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
ま
る
で
浮

雲
の
上
に
立
っ
て
芝
居
を
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
転
覆
を
免
れ
な
い
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
」
。
「
一
つ
の
完
全
な
立
脚
地
」
と
は
「
絶
対
無
限
者
」
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
「
こ
の
よ
う
な
立
脚
地
を
得
た
精
神
の
発
達
す
る
み
ち
す
じ
、こ
れ
を
名

づ
け
て
精
神
主
義
と
い
う
」
九

、
と
。 

こ
の
「
精
神
主
義
」
の
立
場
は
、
日
本
の
近
代
化

・

・

・

と
連
関
し
て
い
た
。 

清
沢
に
よ
れ
ば
、
「
精
神
主
義
」
運
動
が
起
こ
っ
た
頃
と
い
う
の
は
「
今
日
の
ご
と

き
科
学
的
研
究
だ
の
と
い
う
こ
と
が
喧
伝
せ
ら
れ
、
文
明
だ
の
、
進
歩
だ
の
、
開
花

マ

マ

だ

の
、
発
達
だ
の
と
い
う
こ
と
が
、
人
心
を
支
配
せ
ん
と
す
る
時
」
一
〇

で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
夏
目
漱
石
が
「
現
代
日
本
の
開
化
は
皮
相
上
滑
り
の
開
化
」
で
あ
っ
て
、
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「
開
化
と
云
ふ
も
の
が
如
何
に
進
歩
し
て
も
、
案
外
其
開
化
の
賜
と
し
て
吾
吾
の
受

く
る
安
心
の
度
は
微
弱
な
も
の
」
一
一

だ
と
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
近
代
化
は
日
本

人
に
「
開
化
の
賜
と
し
て
吾
々
の
受
く
る
安
心
」
を
与
え
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

生
の
「
不
安
」
を
与
え
た
（
実
際
、
漱
石
は
「
神
経
衰
弱
」
に
な
り
、
克
服
し
て
い

る
一
二

）
。 

 

漱
石
同
様
、
清
沢
満
之
も
「
皮
相
」
な
近
代
化
へ
の
明
白
な
懐
疑
を
示
し
て
い
た

（
こ
の
点
は
、
時
代
の
問
題
を
反
映
し
て
い
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
西
欧
で
は
「
精

神
主
義
」
運
動
の
約
一
〇
年
後-
一
九
一
八
年
と
一
九
二
二
年
に
、
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
・

シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
（O

sw
ald Spengler

）
の
『
西
欧
の
没
落
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
）
。 

 

そ
の
最
た
る
も
の
が
「
科
学
心
酔
者
」
へ
の
批
判
で
あ
る
。
「
こ
の
心
酔
者
は
、
科

学
的
知
識
の
進
歩
が
確
実
な
の
に
驚
倒
し
て
、
こ
の
科
学
的
知
識
は
独
力
で
宇
宙
の

根
底
を
検
査
し
、
万
物
転
化
の
実
際
を
き
わ
め
る
に
た
る
も
の
と
妄
信
し
」
、
「
自
分

は
科
学
に
熟
達
せ
ず
科
学
の
真
相
を
知
ら
ず
、
た
だ
科
学
の
皮
相
に
眩
惑
さ
れ
て
、

そ
の
表
面
の
ま
ぶ
し
い
光
輝
だ
け
を
取
っ
て
き
て
い
っ
さ
い
を
塗
飾
し
よ
う
と
す

る
」
一
三

と
清
沢
は
述
べ
て
い
る
。 

当
時
の
「
科
学
心
酔
者
」
ら
は
、
科
学
を
客
観
的
・
物
質
的
だ
と
考
え
、
そ
の
科

学
が
「
精
神
」
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
結
局
、
科
学

を
（
人
間
の
）
「
精
神
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
日
本

人
の
「
精
神

・

・

」
の
近
代
化

・

・

・

・

は
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。 

 

清
沢
か
ら
見
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
科
学
心
酔
者
」
ら
に
は
「
精
神
」
が
欠
如
し
て

い
た
。
自
己
運
動
し
な
が
ら
、
発
展
す
る
「
精
神
」-

こ
れ
を
問
題
化
し
な
い
彼
ら

の
科
学
観
（
近
代
化
）
は
、「
皮
相
」
で
あ
る
し
か
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
立
脚
地
を

得
た
精
神
の
発
達
」
が
重
要
で
あ
る
、
と
清
沢
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
清
沢
の
立
場
は
、
そ
の
ま
ま
暁
烏
敏
の
〈
哲
学
〉
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 

例
え
ば
、
暁
烏
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て
い
る
。
「
私
ど
も
が
先
年
始

め
て
精
神
主
義
の
絶
対
他
力
信
仰
を
天
下
に
発
表
し
た
当
時
非
常
に
嘲
弄
し
て
い
た

朋
友
で
、
そ
の
後
種
々
人
生
問
題
に
苦
し
ん
だ
結
果
今
日
で
は
大
い
に
こ
の
絶
対
他

力
の
信
仰
で
安
慰
を
得
て
お
る
の
が
二
、
三
に
止
ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
動
か
す
べ
か

ら
ざ
る
真
理
で
あ
る
」
一
四

。 

 

暁
烏
は
こ
こ
で
、
明
確
に
「
精
神
主
義
の
絶
対
他
力
信
仰
」
の
立
場
を
表
明
し
て

い
る
。 

 

「
精
神
主
義
の
絶
対
他
力
信
仰
」
を
「
嘲
弄
し
て
い
た
朋
友
」
に
は
、
「
立
脚
地
」

が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
「
朋
友
」
が
「
種
々
人
生
問
題
に
苦
し
ん
だ
」
時
、

彼
は
生
の
「
不
安
」
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
そ
の
後
、
彼
は
「
精
神
主
義
の

絶
対
他
力
信
仰
」
と
い
う
「
立
脚
地
」
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
安
心
」
に
至
っ
た
、

と
暁
烏
は
考
え
る
。 

こ
う
し
た
暁
烏
の
考
え
か
ら
窺
い
得
る
よ
う
に
、
暁
烏
の
〈
哲
学
〉
の
方
向
は
「
無

限
を
追
求
し
受
用
す
る
」
こ
と
で
「
立
脚
地
を
得
た
精
神
の
発
達
」
さ
せ
て
い
く
と

い
う
清
沢
の
〈
哲
学
〉
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

（
先
に
述
べ
た
よ
う
に
）
暁
烏
敏
が
単
な
る
宗
教
家
で
は
な
く
、
〈
哲
学
〉
者
で
あ
っ

た
所
以
は
そ
こ
に
あ
る
。
ま
た
、
清
沢
満
之
を
生
涯
の
師
と
仰
い
だ
の
も
、
そ
の
〈
哲

学
〉
が
同
じ
方
向
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

  

㈢ 

『
歎
異
抄
講
話
』
の
構
造 

 

浩
々
洞
の
中
心
に
い
た
暁
烏
敏
は
、
『
精
神
界
』
に
「
歎
異
抄
を
読
む
」
を
連
載
し

た
。 

 

こ
の
連
載
は
、
一
九
〇
三
年
（
明
三
六
）
一
月
の
開
始
か
ら
一
九
一
〇
年
（
明
四

三
）
一
二
月
の
終
了
ま
で
の
八
年
間
、
計
五
五
回
続
い
た
。 

 

そ
れ
が
、
の
ち
に
『
歎
異
抄
講
話
』
に
な
っ
た
。 

 

『
歎
異
抄
講
話
』
の
構
成
は
、
次
の
二
〇
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
。 

 

序 例
言 



―  ― 10

第
一
章 

緒
言 

第
二
章 

本
願
他
力
の
信
仰 

第
三
章 

学
問
以
上
の
信
仰 

第
四
章 
倫
理
以
上
の
信
仰 

第
五
章 

慈
善
事
業
と
信
仰 

第
六
章 

絶
対
の
孝
道 

第
七
章 

信
仰
上
の
同
朋
主
義 

第
八
章 

無
碍
の
一
道 

第
九
章 

念
仏
は
非
行
非
善
な
り 

第
一
〇
章 

信
仰
以
上
の
信
仰 

第
一
一
章 

異
議
の
根
元 

第
一
二
章 

誓
願
と
名
号
と
の
一
致 

第
一
三
章 

宗
教
上
に
お
け
る
学
問
の
意
義 

第
一
四
章 

本
願
と
宿
業 

第
一
五
章 

念
仏
は
滅
罪
の
た
め
に
あ
ら
ず
報
恩
の
た
め 

第
一
六
章 

来
世
の
得
脱 

第
一
七
章 

廻
心
。
道
徳
の
根
底
と
し
て
の
信
仰 

第
一
八
章 

果
遂
の
誓
約
。
自
力
往
生
。
疑
心
往
生 

第
一
九
章 

仏
を
売
る
者 

第
二
〇
章 

総
結 

  

『
歎
異
抄
講
話
』
で
一
貫
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
生
の
「
不
安
」
と
闘
う

た
め
の
武
器-

「
信
仰
」-

に
つ
い
て
、
で
あ
る
。 

 

こ
の
主
題
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
暁
烏
は
師
・
清
沢
満
之
の
〈
哲
学
〉
に
忠
実

で
あ
っ
た
。 

例
言
に
は
、
「
本
書
の
精
読
を
私
に
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
故
清
沢
先
生
で

あ
っ
た
。
明
治
仏
教
は
本
抄
に
よ
っ
て
復
活
し
た
。
本
抄
を
明
治
の
教
界
に
紹
介
し

た
の
は
清
沢
先
生
で
あ
っ
た
。
今
回
本
書
を
公
に
す
る
に
つ
い
て
も
、
故
先
生
の
追
懐

つ
い
か
い

す
る
こ
と
が
頻し

き

り
で
あ
る
」
一
五

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

と
は
い
え
、
暁
烏
独
自
の
部
分
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。 

 

 

私
が
今
日
で
も
、
悲
し
い
こ
と
の
あ
る
と
き
、
苦
し
い
こ
と
の
あ
る
と
き
、

心
の
欝
す
る
こ
と
の
あ
る
と
き
に
は
必
ず
、
こ
の
書
を
取
り
い
だ
し
て
読
む
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
私
に
は
、
こ
の
『
歎
異
抄
』
一
部
が
、
如
来
の
御
声
と
き
こ

え
る
の
で
あ
る
。 

 

仏
教
に
た
く
さ
ん
の
経
典
が
あ
る
。
そ
の
中
で
最
も
私
を
感
化
し
、
ま
た
私

を
慰
め
て
く
る
る
聖
典
は
こ
の
『
歎
異
抄
』
で
あ
る
。
真
宗
に
た
く
さ
ん
の
聖

典
が
あ
る
、
そ
の
中
で
最
も
私
を
導
き
、
ま
た
最
も
私
に
安
心
を
与
う
る
聖
典

は
こ
の
『
歎
異
抄
』
で
あ
る
。
私
は
こ
の
『
歎
異
抄
』
さ
え
一
部
あ
れ
ば
、
他

の
い
っ
さ
い
の
聖
典
、
他
の
い
っ
さ
い
の
論
釈
は
な
く
て
も
さ
し
つ
か
え
が
な

い
の
で
あ
る
一
六

。 

 

暁
烏
は
、
苦
難
の
多
い
人
生
を
足
場
に
し
て
『
歎
異
抄
』
を
読
み
解
い
て
き
た
。 

「
悲
し
い
こ
と
の
あ
る
と
き
、
苦
し
い
こ
と
の
あ
る
と
き
、
心
の
欝
す
る
こ
と
の

あ
る
と
き
」
に
、
『
歎
異
抄
』
を
読
む
こ
と
は
「
私
を
感
化
し
、
ま
た
私
を
慰
め
て
く

る
る
」
、
こ
れ
が
で
き
る
か
否
か
が
暁
烏
に
は
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。 

そ
ん
な
彼
に
と
っ
て
、
学
者
と
し
て
正
式
な
訓
練
を
受
け
た
清
沢
の
よ
う
な
、
学

術
的
な
正
し
さ

・

・

・

は
求
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
場
合
、
（
学
者
で
あ
っ
た
清

沢
と
は
違
い
）
学
術
的
に
正
し
く
『
歎
異
抄
』
を
読
み
解
く
こ
と
に
否
定
的
で
さ
え

あ
っ
た
一
七

。 

生
の
「
不
安
」
と
闘
う
こ
と
と
「
信
仰
」
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ

そ
暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
の
真
の
主
題
で
あ
っ
た
。 
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㈣ 

闘
う
た
め
の
「
信
仰
」 

 

『
歎
異
抄
講
話
』
が
書
か
れ
て
い
た
頃
、
暁
烏
敏
は
自
ら
が
追
い
求
め
て
い
た
「
信

仰
」
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か-

。 

結
論
か
ら
い
え
ば
、
彼
は
つ
い
に
そ
れ
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

暁
烏
の
「
信
仰
」
に
は
、
（
清
沢
の
「
信
仰
」
と
比
べ
て
）
原
理
性
が
欠
け
て
い
た

一
八

。 か
と
い
っ
て
、
暁
烏
は
理
想
主
義
的
な
宗
教
家
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。 

彼
の
「
信
仰
」
は
、
（
抽
象
的
な
観
念
か
ら
出
発
し
た
の
で
は
な
く
）
現
実
の
人
生

に
対
す
る
鋭
い
洞
察
に
基
づ
い
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
（
清
沢
の
「
信
仰
」
が
理
性
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
）
暁
烏
の
「
信
仰
」

は
や
は
り
感
性
的

・

・

・

で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
感
性
的
な
理
解
に
よ
っ
て
、
彼
は
「
信
仰
」
に
希
望
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

で
、
彼
は
「
精
神
主
義
」
運
動
に
お
い
て
、
師
・
清
沢
満
之
の
よ
う
な
宗
教
家
を
演
じ
て

・

・

・

い
た

・

・

。 

 

ま
た
、
清
沢

・

・

で
は

・

・

な
か
っ
た

・

・

・

・

彼
は
「
信
仰
」
の
絶
対
性
を
説
き
な
が
ら
、
一
方
で

は
人
生
の
「
不
安
」
を
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
暁
烏
敏
の
「
信
仰
」
と
は
、
い
か
な
る
も
の
だ
っ

た
の
か-

。 
 

清
沢
満
之
の
「
信
仰
」
は
、「
万
物
一
体
」
論
と
離
れ
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
。 

 

そ
れ
に
つ
い
て
、
清
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

 

万
物
一
体
の
真
理
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
覚
知
し
な
い
間
も
、
つ
ね
に
わ

れ
わ
れ
の
上
に
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
空
気
や
日
光
や
山

川
や
草
木
や
鳥
獣
や
他
人
や
を
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
分
離
し
た
外
物
と
考
え
る
の

で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
空
気
が
な
く
て
は
生
存
で
き
ず
、
日
光

が
な
く
て
は
生
存
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
山
川
や
草
木
や
鳥
獣
や
他
人
や
に
い

た
っ
て
は
、
そ
の
関
係
は
空
気
や
日
光
や
の
よ
う
に
直
接
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
あ
る
も
の
は
衣
服
の
材
料
を
供
給
し
、
あ
る
も
の
は
飲
食
の
材
料
を
供
給

し
、
あ
る
も
の
は
住
居
の
材
料
を
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、

そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
生
存
と
分
離
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
の
精
神
界
に
つ
い
て
い
う
と
、
わ
れ
わ
れ
の
精

神
内
に
あ
る
知
識
や
思
想
の
多
く
は
、
自
分
以
外
の
人
物
か
ら
得
て
き
た
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
人
物
が
い
な
か
っ
た
ら
け
っ
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
万
物
一
体
の
真
理
は
、
つ
ね
に
わ
れ
わ
れ

の
上
に
活
動
し
て
い
る
。 

 

清
沢
の
考
え
で
は
、
自
己
と
万
物
と
の
一
体
性
が
絶
対
条
件
と
し
て
要
請
さ
せ
ら

れ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
は
万
物
に
自
己
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
自
己

が
万
物
に
参
与
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

清
沢
の
「
信
仰
」
は
、
万
物
の
一
要
素
と
し
て
の
自
己
の
自
覚
の
上
に
あ
る
。
つ

ま
り
、
救
わ
れ
る
べ
き
は
自
己
の
み
で
は
な
く
、
「
万
物

・

・

一
体

・

・

」
の・

自
己

・

・

で
あ
る
。 

 

一
方
、
暁
烏
敏
の
「
信
仰
」
の
構
造
は
、
清
沢
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
救

わ
れ
る
べ
き
自
己
の
内
容
も
異
な
っ
て
い
る
。 

 

暁
烏
の
場
合
、
「
万
物
一
体
」
論
は
清
沢
か
ら
自
己
の
外
に
与
え
ら
れ
た
も
の

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

と
し

て
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
彼
の
「
信
仰
」
で
は
万
物
と
の
関
係
の
外
に
、

救
わ
れ
る
べ
き
自
己
が
見
出
さ
れ
る
。 

 

そ
れ
は
、
近
代

・

・

社
会

・

・

に・

生
き
る

・

・

・

孤
独

・

・

な・

自
己

・

・

で
あ
る
一
九

。 

 
し
か
し
、
暁
烏
は
西
洋
式
の
個
人
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
。 

 

近
代
社
会
に
あ
っ
て
、
暁
烏
は
孤
独
で
は
あ
っ
た
が
、
精
神
的
に
は
孤
立
し
て
い

な
か
っ
た
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
彼
に
は
、
如
来
へ
の
「
信
仰
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
（
興
味
深
い
こ
と
に
）
彼
は
同
時
代
に
流
行
し
た
ニ
ー
チ
ェ
主
義
的
個
人
主

義
二
〇

に
は
、
批
判
的
な
見
方
を
示
し
て
い
た-

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
な
い
日
本
人
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に
と
っ
て
、
合
理
的
な
存
在
理
由
の
な
い
「
不
安
」
を
克
服
し
て
、
自
分
で
生
き
る

「
希
望
」
を
獲
得
す
る
こ
と
な
ど
、
果
た
し
て
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
。 

暁
烏
は
い
う
。「
ニ
イ
チ
ェ
主
義
は
自
己
の
意
志
に
よ
れ
と
教
え
ま
す
。
浄
土
門
で

は
如
来
の
誓
願
に
よ
れ
を
教
え
ま
す
。
如
来
の
誓
願
と
は
宇
宙
の
大
意
志
の
よ
う
に

拝
ま
る
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
浄
土
門
の
教
え
は
大
願
業
力
に
乗
托
せ
よ
と
い
う

の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
か
く
て
信
仰
は
希
望
を
与
う
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
の
希
望

を
い
う
の
で
は
な
く
て
、
大
希
望
に
投
入
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
り
ま
す
」
二
一

。 

 

こ
の
近
代
化
さ
れ
た
仏
教
（
浄
土
真
宗
）
を
基
盤
に
し
た
個
人
主
義
が
、
暁
烏
敏

と
（
日
本
に
お
け
る
）
西
洋
式
の
個
人
主
義
者
と
を
区
別
し
て
い
る
。 

 

（
近
代
仏
教
的
個
人
主
義
者
だ
っ
た
）
暁
烏
に
よ
れ
ば
、「
信
仰
」
と
は
抽
象
的
な

観
念
世
界
の
こ
と
で
は
な
く
、
現
実
的
な
「
行
動
」
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

し
か
も
、
そ
れ
は
近
代

・

・

の・

「
学
問
」
で
は
分
析
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、

彼
は
「
清
沢
先
生
の
よ
う
な
方
の
行
動
を
見
て
、
私
の
よ
う
な
者
の
行
動
と
比
べ
て

み
る
と
、
同
じ
信
心
を
持
っ
て
お
る
者
と
は
思
わ
れ
ぬ
ほ
ど
に
か
け
離
れ
て
お
る
」
。

「
こ
れ
は
、
行
動
に
よ
っ
て
信
仰
を
律
し
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
信

仰
は
道
徳
で
は
な
い
、
ま
た
学
問
で
も
な
い
。
信
仰
は
自
分
で
は
な
ん
ら
能
力
の
な

い
も
の
を
こ
の
ま
ま
助
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
自
覚
で
あ
る
」
二
二

と
語
っ
て
い
た
。  

 

逆
に
、
暁
烏
は
「
信
仰
」
に
よ
っ
て
、
近
代
の
「
学
問
」
の
本
質-

二
項
対
立
的

思
考
様
式-

を
暴
露
す
る
二
三

。 

 

 

今
の
世
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
学
問
と
宗
教
と
を
混
乱
し
て
、
宗
教
は
哲
学
的
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
宗
教
は
科
学
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、な
ど
と
や
か
ま
し
ゅ

う
い
い
た
つ
る
人
も
あ
り
、こ
れ
に
雷
同
し
て
あ
わ
て
だ
す
宗
教
家
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
じ
つ
に
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
哲
学
に
し
ろ
、
科
学
に
し
ろ
、

学
問
と
い
う
も
の
は
、
真
と
偽
と
を
区
別
し
て
い
く
の
が
だ
い
た
い
の
趣
旨
で

あ
る
。
宗
教
は
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の
妙
処
に
行
く
と
宗
教
は
真
即
偽
、
偽
即

真
、
真
偽
一
如
の
天
地
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
決
し
て
科
学
や
哲
学
を
も
っ
て
宗

教
を
律
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
二
四

。 

 
 

 

こ
う
し
て
暁
烏
は
、
「
真
と
偽
と
を
区
別
し
て
い
く
の
が
だ
い
た
い
の
趣
旨
」で
あ

る
「
学
問
」
で
は
、「
真
即
偽
、
偽
即
真
、
真
偽
一
如
」
の
「
宗
教
」
（
「
信
仰
」
）
を

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
た
。 

 

こ
れ
が
、
（
清
沢
が
「
学
問
」
的
正
し
さ
を
求
め
て
い
た
の
に
対
し
て
）
暁
烏
が
「
学

問
」
を
信
用
し
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。 

 

一
方
、
近
代
の
「
学
問
」
か
ら
見
た
場
合
、（
仏
教
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
と
は
い

え
）
暁
烏
の
「
信
仰
」
に
は
、
実
証
不
可
能
な
領
域
が
存
在
し
て
い
た
。 

 

そ
の
領
域
と
は
、
「
本
願
力
」
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

暁
烏
は
「
信
仰
」
に
つ
い
て
論
じ
る
時
、
そ
の
背
後
に
「
本
願
力
」
を
意
識
し
て

い
た
。 

「

本

願

力

」

は

「

議

論

」

に

頼

る

こ

と

な

く

、

た
だ

・

・

そ

の

力

を

信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

。 

 

彼
が
「
信
仰
」
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
れ
ば
、
同
時
に
「
本
願
力
」
は

失
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。 

 

や
は
り
暁
烏
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
感
性
的
な
理
解
を
し
て
い
た
。 

 

 

聖
人
の
ご
在
世
の
節
で
も
、
本
気
に
な
っ
て
い
な
い
人
で
自
分
が
い
た
だ
く

べ
き
信
仰
を
、
一
種
の
心
得
と
か
教
訓
と
か
法
文
と
か
い
う
よ
う
に
心
得
て
、

一
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
、
多
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
、
有
念
で
あ
る
の
、

無
念
で
あ
る
の
、
本
願
で
あ
る
の
、
名
号
で
あ
る
の
と
、
互
い
に
議
論
を
し
た

も
の
ら
し
い
。
今
日
で
も
ず
い
ぶ
ん
信
仰
上
の
問
答
が
く
り
か
え
さ
れ
て
あ
り

は
せ
ぬ
か
。 

 

あ
あ
の
こ
う
の
と
論
じ
て
お
る
の
は
、
ま
だ
余
裕
が
あ
る
の
で
あ
る
。
地
獄

一
定
の
徒
ら
者
を
助
け
て
く
だ
さ
る
本
願
力
だ
と
ほ
ん
と
う
に
信
受
せ
ら
れ
た
、

そ
こ
に
は
、
な
ん
ら
の
理
由
も
な
い
、
弁
解
も
な
い
。
た
だ
不
思
議
で
あ
る
、
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た
だ
あ
り
が
た
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
こ
う
思
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
う

思
う
て
は
い
か
ぬ
な
ど
と
い
う
の
は
、
だ
い
ぶ
の
ぼ
っ
て
お
る
の
で
あ
る
、
よ

い
気
に
な
っ
て
お
る
の
で
あ
る
二
五

。 

  

「
信
仰
」
と
は
、
「
あ
あ
の
こ
う
の
と
論
じ
」
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
地
獄
一
定
の

徒
ら
者
を
助
け
て
く
だ
さ
る
本
願
力
」
を
「
信
受
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
れ
は
「
信
仰
上
の
問
答
」
の
問
題
で
は
な
く
、
「
本
願
力
」
を
信
じ
る
か
否
か
の

問
題
で
あ
っ
た
。 

 

「
一
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
、
多
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
、
有
念
で
あ
る
の
、

無
念
で
あ
る
の
、
本
願
で
あ
る
の
、
名
号
で
あ
る
の
」
も
、
何
ら
「
信
仰
」
の
助
け

に
は
な
ら
な
い
、
と
彼
は
考
え
て
い
た
。 

 

つ
ま
り
、
「
議
論
」
の
正
し
さ
だ
け
で
は
「
信
仰
」
の
本
質
に
は
た
ど
り
着
け
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

暁
烏
が
頼
っ
て
い
た
の
は
、
論
じ
る
こ
と
の
で
き
る
「
信
仰
」
で
は
な
か
っ
た
。 

 

彼
が
頼
っ
て
い
た
の
は
、
む
し
ろ
、
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

「
信
仰

・

・

」
の
方
だ
っ

た
。 

 

彼
の
「
信
仰
」
は
「
議
論
」
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、「
議
論

・

・

」
を
超
え
た
と
こ
ろ

・

・

・

・

・

・

・

に
あ
っ
た
。 

 

彼
は
そ
こ
を
目
指
し
な
が
ら
、
「
信
仰
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、
暁
烏
に
と
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
で
は

な
か
っ
た
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
彼
に
と
っ
て
「
議
論
」
す
る
こ
と
は
出
発
点
で
も
、
到
達
点
で
も
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

彼
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
生
の
「
不
安
」
を
感
得
し

・

・

・

、
「
信
仰
」
に
よ
っ
て
そ

れ
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

（
近
代
の
「
学
問
」
で
は
、
実
証
不
可
能
な
領
域
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）

『
歎
異
抄
講
話
』
は
、
形
式
的
に
は
近
代
の

・

・

・

作
品
で
あ
る
。
が
、
内
容
的
に
は
、
暁

烏
が
（
学
術
的
な
理
論
に
頼
る
こ
と
な
く
）
素
手
で

・

・

・

『
歎
異
抄
』
を
読
み
解
く
と
い

う
試
み
で
あ
っ
た
。 

 

と
は
い
え
、
生
の
「
不
安
」
を
感
得
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。 

 

（
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
）
あ
の
芥
川
龍
之
介
で
さ
え
「
不
安
」
に
「
敗
北
」

し
て
い
る
。 

 

晩
年
の
芥
川
に
つ
い
て
、
坂
口
安
吾
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
崖
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
は
、
モ
ラ
ル
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
モ
ラ
ル
」
、
そ
れ
が
「
我
々
の
生
き

る
道
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
芥
川
の
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
、
事
実
で
も
あ
り
、

大
地
に
根
の
下
り
た
生
活
で
も
あ
っ
た
。
芥
川
は
そ
の
根
の
下
り
た
生
活
に
、
突
き

放
さ
れ
た
」
二
六

の
だ
、
と
。 

 

芥
川
は
高
み
か
ら
「
不
安
」
を
眺
め
て
い
た
だ
け
で
、
そ
れ
を
感
得
す
る
こ
と
が

で
き
ず
に
「
敗
北
」
し
て
い
っ
た
、
と
安
吾
は
見
て
い
る
。 

 

一
方
、
暁
烏
は
「
不
安
」
と
距
離
を
置
い
て
眺
め
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

「
不
安
」
の
中
に
自
分
を
置
い
た
。 

そ
れ
は
、
「
不
安
」
が
生
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

安
吾
は
『
堕
落
論
』
の
結
語
で
「
堕
ち
る
道
を
堕
ち
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

自
身
を
発
見
し
、
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
二
七

と
書
い
た
。
こ
れ
は
、
人
は
自
ら

の
「
不
安
」
と
自
覚
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
自
分
が
真・

に・

求
め
て

・

・

・

い
る

・

・

も
の

・

・

が
わ

か
っ
て
く
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

こ
れ
と
同
じ
意
味
で
、
暁
烏
は
、
自
ら
の
「
不
安
」
と
自
覚
す
る
こ
と
で
、
自
分

が
い
か
な
る
「
信
仰
」
を
求
め
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
い
っ
た
。 

こ
う
し
た
「
不
安
」
を
自
覚
す
る
感
性
に
よ
っ
て
、
暁
烏
は
『
歎
異
抄
』
と
緊
張

感
を
も
っ
て
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 

確
か
に
、
『
歎
異
抄
講
話
』
で
の
試
み
は
失
敗
し
た
二
八

。
が
、
そ
の
後
も
暁
烏
は

「
不
安
」
の
真
っ
只
中
で
格
闘
し
続
け
、
芥
川
の
よ
う
に
「
敗
北
」
す
る
こ
と
な
く

彼
の
生
を
生
き
抜
い
て
い
っ
た
。 
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㈤ 

暁
烏
敏
の
〈
哲
学
〉
と
そ
の
意
義 

 

暁
烏
は
い
わ
ゆ
る
哲
学
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
に
は
〈
哲
学
〉
が
あ
っ
た
。 

 

そ
の
〈
哲
学
〉
と
は
、
生
の
「
不
安
」
の
自
覚
と
生
き
る
た
め
の
「
信
仰
」
の
こ

と
で
あ
っ
た
。 

 

例
え
ば
、
彼
は
こ
う
い
う
。 

 

 

 

『
歎
異
抄
』
は
ま
じ
め
に
自
己
省
察
し
、
厳
格
に
自
己
を
判
断
し
、
自
己
の

罪
悪
に
泣
く
人
で
な
け
れ
ば
解
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
『
歎
異
抄
』
は
自
心
を

地
獄
の
底
に
沈
ま
せ
る
ほ
ど
の
深
き
洞
見
が
な
け
れ
ば
、
味
わ
わ
れ
な
い
の
で

あ
る
。
ゆ
え
に
『
歎
異
抄
』
は
死
の
問
題
に
驚
い
た
人
、
事
に
失
敗
し
て
失
意

の
境
に
あ
る
人
、
倫
理
的
罪
悪
に
苦
し
む
人
で
な
け
れ
ば
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ぬ
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
私
ど
も
の
精
神
主
義
も
そ
う
で
あ
る
。
ゆ
え
に

私
は
精
神
主
義
を
誹
る
人
が
い
く
ら
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
い
ま
だ
人

生
の
経
験
の
足
り
な
い
人
々
で
あ
る
か
ら
、
や
が
て
種
々
の
経
験
を
つ
む
に
至

ら
ば
、
自
然
に
私
ど
も
と
同
じ
信
仰
に
来
た
る
に
相
違
な
い
と
信
じ
て
疑
わ
な

い
の
で
あ
る
二
九 

 

 

『
歎
異
抄
』
や
「
精
神
主
義
」
を
理
解
す
る
に
は-

「
ま
じ
め
に
自
己
省
察
し
、

厳
格
に
自
己
を
判
断
し
、
自
己
の
罪
悪
に
泣
く
人
」
、「
死
の
問
題
に
驚
い
た
人
、
事

に
失
敗
し
て
失
意
の
境
に
あ
る
人
、
倫
理
的
罪
悪
に
苦
し
む
人
」-

が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
「
議
論
」
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
な
く
、
「
自
心
を
地
獄
の
底
に
沈
ま
せ
る
ほ

ど
の
深
き
洞
見
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
「
人
生
の
経
験
」
を

積
む
こ
と
も
、
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
「
不
安
」
と
の
激
し
い
格
闘
の
中
か
ら
、（
『
歎
異
抄
講
話
』
以
後
も
）

暁
烏
は
「
信
仰
」
を
生
み
出
し
て
き
た
。 

 

と
同
時
に
、
こ
の
こ
と
が
、
生
涯
を
通
じ
て
、
地
獄
の
よ
う
な
人
生
の
危
機
（
「
不

安
」
）
に
襲
わ
れ
た
と
し
て
も
、
不
死
鳥
の
ご
と
く
何
度
も
蘇
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

た
所
以
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
そ
の
こ
と
が
、
彼
に
は
〈
哲
学
〉
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。 

  

暁
烏
は
、
か
つ
て
宗
教
家
の
立
場
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
加
担
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

そ
の
た
め
、
今
で
も
彼
に
は
危
険
な
宗
教
家
と
い
う
評
価
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。 

 

（
近
年
、
再
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
）
一
般
的
な
書
店
で
手
に
入
る
暁

烏
の
作
品
と
い
え
ば
、
『
歎
異
抄
講
話
』
の
み
、
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
暁
烏
敏
の
〈
哲

学
〉
と
わ
れ
わ
れ
を
つ
な
ぐ
手
が
か
り
も
『
歎
異
抄
講
話
』
の
み
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
〈
哲
学
〉
が
も
は
や
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か-

。 

 

今
日
の
日
本
社
会
に
は
、
生
の
「
不
安
」
と
真
正
面
か
ら

・

・

・

・

・

向
き
合
う
こ
と
が
馬
鹿

馬
鹿
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
人
生
観
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
よ
う
に
、
筆
者
に

は
見
え
る
。 

 

こ
う
し
た
時
代
に
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
暁
烏
敏
の
〈
哲
学
〉
の

読
解
を
通
じ
て
、
改
め
て
こ
う
自
問
す
べ
き
で
は
な
い
か-

わ
れ
わ
れ
は
暁
烏
よ
り

も
後
世
に
生
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
の
「
不
安
」
と
向
か
い
合
い
、
彼
よ

り
も
優
れ
た
〈
哲
学
〉
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
。 

  

【
注
】 

一 
暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
一
年
、
六
頁 

二 
芥
川
龍
之
介
「
或
る
旧
友
へ
送
る
手
記
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

四
三
』
一
九

六
八
年
、
筑
摩
書
房
に
所
収
）
三
〇
三
頁 

三 

芥
川
龍
之
介
「
歯
車
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

四
三
』
一
九
六
八
年
、
筑
摩
書

房
に
所
収
）
二
八
六
頁 
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四 
宮
本
顕
治
「
「
敗
北
」
の
文
学
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

五
四
』
一
九
七
三
年
、

筑
摩
書
房
に
所
収
）
を
参
照
。
宮
本
に
よ
れ
ば
、
「
芥
川
龍
之
介
氏
の
文
学
の
「
最

後
の
言
葉
」
は
、
社
会
生
活
に
お
け
る
人
間
の
幸
福
へ
の
絶
望
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ

る
厭
世
主
義
者
の
よ
う
に
、
氏
は
「
人
間
に
負
は
さ
れ
た
永
遠
の
世
界
苦
」
に
結
論

を
発
見
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
」
（
二
三
八
頁
）
、
そ
し
て
「
芥
川
は
、
肉
体

的
に
も
精
神
的
に
も
、
そ
の
苦
悩
を
生
き
抜
く
こ
と
で
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
」
（
「
『
「
敗
北
」
の
文
学
』
を
書
い
た
こ
ろ
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

五
四
』
一
九
七
三
年
、
筑
摩
書
房
に
所
収
）
二
七
九
頁
）
。
そ
う
し
た
た
め
に
、
芥

川
は
「
敗
北
」
し
た
と
い
う
。 

五 

清
沢
満
之
「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
（
橋
本
峰
雄
（
編
）
『
清
沢
満
之 

精
神
主
義
ほ
か
』

中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
五
年
に
所
収
）
一
八
六
頁 

六 

唐
木
順
三
「
現
代
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
（
梅
原
猛
（
編
）
『
戦
後
日
本
思
想
大
系
三 

ニ

ヒ
リ
ズ
ム
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
に
所
収
）
一
一
一
頁 
 

七 

清
沢
満
之
「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
前
掲
書
、
二
二
一
頁 

八 

大
谷
栄
一
、
吉
永
進
一
、
近
藤
俊
太
郎
（
編
）
『
近
代
仏
教
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ 

仏
教

か
ら
み
た
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
』
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
、
一
五
九
頁 

九 

清
沢
満
之
「
精
神
主
義
」
（
橋
本
峰
雄
（
編
）
『
清
沢
満
之 

精
神
主
義
ほ
か
』
中

公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
五
年
に
所
収
）
三-

四
頁 

一
〇 

同
右
、
六
六
頁 

一
一 

夏
目
漱
石
「
現
代
日
本
の
開
化
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

一
七
』
筑
摩
書
房
、

一
九
六
八
年
に
所
収
）
四
一
一
頁 

一
二 

漱
石
は
「
此
世
に
生
れ
た
以
上
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
と
云
つ
て
何
を
し
て
好

い
か
少
し
も
見
当
が
付
か
な
」
い
と
い
う
「
不
安
」
を
抱
え
て
い
た
。
「
斯
う
し
た

不
安
を
抱
い
て
大
学
を
卒
業
し
、
同
じ
不
安
を
連
れ
て
松
山
か
ら
熊
本
へ
引
越
し
、

又
同
様
の
不
安
を
胸
の
底
に
畳
ん
で
遂
に
外
国
迄
渡
っ
た
」
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
留

学
中
、
漱
石
は
よ
う
や
く
「
自
己
の
立
脚
地
」
＝
「
自
己
本
位
」
を
得
る
に
至
り
、

そ
れ
に
関
す
る
「
科
学
的
な
研
究
や
ら
哲
学
的
の
思
索
に
耽
り
出
し
た
」
。
「
其
時

私
の
不
安
は
全
く
消
え
ま
し
た
。
私
は
軽
快
な
心
を
も
つ
て
陰
欝
な
倫
敦
を
眺
め

た
」
（
「
私
の
個
人
主
義
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

一
七
』
筑
摩
書
房
、
一
九

六
八
年
に
所
収
）
四
一
七-

四
一
八
頁
）
と
、
漱
石
は
述
べ
て
い
る
。 

一
三 

清
沢
満
之
「
精
神
主
義
」
前
掲
書
、
一
五-

一
六
頁 

一
四 

暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
前
掲
書
、
三
〇-

三
一
頁 

一
五 

同
右
、
九-

一
〇
頁 

一
六 

同
右
、
二
三-

二
四
頁 

一
七 

例
え
ば
、
暁
烏
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。
「
私
は
如
来
の
お
救
い
を
信
ず
る
以
外
に
何

も
知
ら
ぬ
、
い
ろ
い
ろ
の
仏
教
の
歴
史
や
哲
学
が
聞
き
た
く
ば
東
京
や
西
京
に
多
く

の
学
者
先
生
が
お
ら
れ
る
の
で
、
あ
れ
ら
の
人
方
に
逢
う
て
き
く
が
よ
か
ろ
う
、
私

は
た
だ
愚
か
な
ま
ま
で
南
無
阿
弥
陀
仏
に
絶
対
的
に
た
よ
る
ほ
か
に
な
い
の
で
あ

る
と
答
う
る
ほ
か
は
な
い
」
（
『
歎
異
抄
講
話
』
（
同
右
）
七
七
頁
）
、
「
現
代
の

宗
教
家
な
ど
が
、
宗
教
は
科
学
的
で
あ
る
の
、
仏
教
は
哲
学
的
で
あ
る
の
と
い
う
て
、

理
屈
や
道
理
で
信
仰
の
対
象
を
説
明
し
よ
う
と
苦
し
ん
で
い
る
の
は
、
い
ま
だ
自
己

の
内
心
に
お
い
て
、
信
仰
に
絶
対
の
価
値
を
認
め
な
い
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
」

（
同
、
八
八
頁
）
。 

一
八 

清
沢
に
お
け
る
「
信
仰
」
の
原
理
性
に
つ
い
て
、
今
村
仁
司
に
よ
れ
ば
、
「
現
世
（
世

界
）
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
哲
学
的
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
沢
の
有
機
組
織
論

は
、
哲
学
的
な
世
界
論
（
と
人
間
論
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
語
る
か
ぎ
り
で
の
清
沢
は

「
哲
学
者
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
陀
の
智
慧
に
至
っ
た
状
態
は
、
し
た
が
っ
て
無

限
の
覚
者
の
心
的
風
景
は
、
理
性
に
よ
っ
て
推
理
・
論
証
的
に
語
る
こ
と
が
原
理
的

に
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
」
。
が
、
清
沢
は
、
こ
う
し
た
「
哲
学
的
語
り
の
有
効
な

範
囲
と
、
宗
教
的
語
り
の
範
囲
と
の
根
源
的
差
異
を
十
分
に
承
知
し
て
い
た
」
。
「
そ

れ
を
清
沢
ほ
ど
洞
察
し
た
も
の
は
近
代
の
日
本
で
は
い
な
か
っ
た
」
（
『
清
沢
満
之

と
哲
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
一
五
頁
）
と
い
う
。
筆
者
に
は
、
暁
烏
の
『
歎

異
抄
講
話
』
の
中
に
、
学
者
・
清
沢
の
よ
う
な
緻
密
な

．
．
．
「
洞
察
」
と
「
語
り
」
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 
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一
九 
江
藤
淳
に
よ
れ
ば
、
明
治
の
知
識
人
は
「
自
己
は
そ
の
欲
望
の
充
足
を
超
え
た
よ
り

高
い
何
も
の
か
の
た
め
に
抑
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
、
自
我
が
近
代
人
の
中
核

を
占
め
る
こ
と
を
一
方
で
認
め
は
し
て
も
、
な
お
超
越
的
な
価
値
に
従
属
す
べ
き
も

の
と
し
て
い
た
」
が
、
日
露
戦
争
前
後
に
青
年
期
を
迎
え
た
知
識
人
た
ち
は
「
自
己

は
無
制
限
に
肯
定
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
信
じ
」
、
こ
う
し
た
自
己
肯
定

を
「
「
近
代
」
的
、
か
つ
「
進
歩
」
的
な
態
度
で
あ
る
」
と
考
え
た
。
（
「
明
治
の

一
知
識
人
」
（
『
決
定
版 
夏
目
漱
石
』
新
潮
文
庫
、
一
九
七
九
年
に
所
収
）
二
四

四-

二
四
五
頁
）
。
（
夏
目
漱
石
同
様
、
明
治
以
前
に
生
ま
れ
た
）
清
沢
満
之
の
「
万

物
一
体
」
論
は
江
藤
の
い
う
明
治
の
知
識
人
の
自
我
意
識
に
近
い
が
、
（
島
崎
藤
村

や
田
山
花
袋
同
様
、
明
治
初
め
に
生
ま
れ
た
）
暁
烏
敏
は
（
如
来
の
誓
願
に
よ
り
な

が
ら
も
）
「
自
己
は
無
制
限
に
肯
定
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
い
う
個
人

主
義
的
傾
向
が
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。 

二
〇 

こ
こ
で
の
ニ
ー
チ
ェ
主
義
と
は
、
高
山
樗
牛
の
「
美
的
生
活
を
論
ず
」
（
一
九
〇
一

年
（
明
三
四
）
）
に
代
表
さ
れ
る
、
明
治
期
に
流
行
し
た
思
潮
の
こ
と
で
あ
る
。
西

尾
幹
二
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
樗
牛
は
「
高
揚
す
る
自
我
の
満
足
を
求
め
て
、
そ
れ

を
『
美
的
』
と
よ
ん
だ
。
美
的
と
は
本
能
の
赴
く
ま
ま
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
秩

序
に
対
立
す
る
自
由
、
組
織
に
対
立
す
る
個
人
と
い
う
、
日
本
の
そ
の
後
を
支
配
す

る
近
代
主
義
的
社
会
観
・
人
間
観
と
、
結
局
樗
牛
は
同
じ
内
容
を
語
っ
て
い
る
…
…

樗
牛
の
言
葉
の
う
ち
に
は
内
的
葛
藤
を
欠
い
た
奇
妙
に
明
る
い
予
定
調
和
が
感
じ

ら
れ
る
」
（
「
ニ
ー
チ
ェ
」
『
西
尾
幹
二
全
集 

第
四
巻
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一

二
年
に
所
収
）
二
四
頁
）
と
い
う
。 

二
一 

暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
前
掲
書
、
二
二
七
頁 

二
二 

同
右
、
五
一
一
頁 

二
三 

近
代
の
「
学
問
」
に
対
す
る
暁
烏
の
考
え
方
は
、
鈴
木
大
拙
の
「
東
洋
的
見
方
」
と

同
じ
で
あ
る
。
大
拙
に
よ
れ
ば
、
「
西
洋
で
は
物
が
二
つ
に
分
か
れ
て
か
ら
を
基
礎

と
し
て
考
え
進
む
。
東
洋
は
そ
の
反
対
で
、
二
つ
に
分
か
れ
ぬ
さ
き
か
ら
踏
み
出
す
」
。

「
東
洋
的
見
方
」
は
「
分
か
れ
ぬ
前
」
で
「
「
渾
然
と
し
て
一
」
で
あ
る
状
態
で
あ

る
。
こ
れ
は
甚
だ
誤
解
し
や
す
い
言
詮
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
で
西
洋
の
考
え
方
は
、

二
元
か
ら
始
ま
る
。
二
つ
に
分
か
れ
て
く
る
と
、
相
対
の
世
界
、
対
抗
の
世
界
、
争

い
の
世
界
、
力
の
世
界
な
ど
と
い
う
も
の
が
、
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
っ
て
く
る
。
西

洋
に
科
学
や
哲
学
が
、
東
洋
に
ま
さ
っ
て
発
達
し
、
し
た
が
っ
て
技
術
の
面
に
も
、

法
律
的
組
織
の
面
に
も
、
著
し
い
進
捗
を
見
る
」
の
は
、
そ
の
考
え
方
が
二
元
論
的

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
「
東
洋
的
見
方
」
（
上
田
閑
照
（
編
）
『
東
洋
的
な
見
方
』

岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
年
に
所
収
）
二
〇
頁
）
。 

二
四 

暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
前
掲
書
、
六
八
頁 

二
五 

同
右
、
五
八
〇
頁 

二
六 

坂
口
安
吾
「
文
学
の
ふ
る
さ
と
」
（
『
坂
口
安
吾
評
論
全
集 

一
』
冬
樹
社
、
一
九

七
二
年
に
所
収
）
一
〇
〇-

一
〇
一
頁 

二
七 

坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
（
『
坂
口
安
吾
評
論
全
集 

一
』
冬
樹
社
、
一
九
七
二
年
に

所
収
）
一
九
二
頁 

二
八 

暁
烏
敏
『
更
生
の
前
後 

-

虚
無
か
ら
の
出
発
』
（
一
九
二
〇
年
（
大
九
）
）
に
詳

し
い
。
一
九
一
三
年
（
大
二
）
、
暁
烏
は
妻
・
房
子
と
死
別
し
た
。
こ
の
、
妻
と
の

死
別
の
苦
し
み
は
、
『
歎
異
抄
講
話
』
で
試
み
ら
れ
た
「
信
仰
」
で
は
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
と
暁
烏
は
悟
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
自
ら
生
み
出
し
た
「
信
仰
」

を
喪
失
し
て
し
ま
う
。
彼
は
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
道
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

二
九 

暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
前
掲
書
、
三
一
頁 

  
【
参
考
文
献
】 

一 
暁
烏
敏
、
西
村
見
暁
（
編
）
『
清
沢
満
之
全
集 

一-

八
巻
』
法
蔵
館
、
一
九
五
六-

一
九
八
〇
年 

二 

暁
烏
敏
刊
行
会
（
編
）
『
暁
烏
敏
全
集 

一-

二
七
巻
、
別
巻
』
涼
風
学
舎
、
一
九
七

五-

一
九
七
八
年 

三 

石
和
鷹
『
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し 

小
説
暁
烏
敏
』
新
潮
社
、
一
九
九
七
年 
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四 
木
下
勇
作
『
如
来
が
弁
護
し
て
ご
ざ
る 

小
説
暁
烏
敏
・
満
之
・
涙
骨
…
』
文
芸
社
、

二
〇
〇
二
年 

五 

山
本
伸
裕
『
「
精
神
主
義
」
は
誰
の
思
想
か
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
年 

六 

山
本
伸
裕
『
他
力
の
思
想 

仏
陀
か
ら
植
木
等
ま
で
』
青
灯
社
、
二
〇
一
三
年 

七 

子
安
宣
邦
『
歎
異
抄
の
近
代
』
白
澤
社
、
二
〇
一
四
年 

八 

藤
田
正
勝
『
清
沢
満
之
が
歩
ん
だ
道 

-

そ
の
学
問
と
信
仰
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
五

年 

九 

碧
海
寿
広
『
入
門 

近
代
仏
教
思
想
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
六
年 

十 

山
本
伸
裕
、
碧
海
寿
広
（
編
）
『
清
沢
満
之
と
近
代
日
本
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
年 
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一 

暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
一
年
、
六
頁 

二 

芥
川
龍
之
介
「
或
る
旧
友
へ
送
る
手
記
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

四
三
』
一
九
六
八
年
、
筑
摩
書
房
に
所
収
）
三
〇
三
頁 

三 

芥
川
龍
之
介
「
歯
車
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

四
三
』
一
九
六
八
年
、
筑
摩
書
房
に
所
収
）
二
八
六
頁 

四 

宮
本
顕
治
「
「
敗
北
」
の
文
学
」
（
『
日
本
文
学
大
系 

五
四
』
一
九
七
三
年
、
筑
摩
書
房
に
所
収
）
を
参
照
。
宮
本
に
よ
れ
ば
、
「
芥
川
龍
之
介

氏
の
文
学
の
「
最
後
の
言
葉
」
は
、
社
会
生
活
に
お
け
る
人
間
の
幸
福
へ
の
絶
望
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
厭
世
主
義
者
の
よ
う
に
、
氏
は
「
人
間
に

負
は
さ
れ
た
永
遠
の
世
界
苦
」
に
結
論
を
発
見
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
」
（
二
三
八
頁
）
、
そ
し
て
「
芥
川
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、
そ

の
苦
悩
を
生
き
抜
く
こ
と
で
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
（
「『
「
敗
北
」
の
文
学
』
を
書
い
た
こ
ろ
」
（
『
日
本
文
学
大
系 

五
四
』
一
九
七

三
年
、
筑
摩
書
房
に
所
収
）
二
七
九
頁
）
。
そ
う
し
た
た
め
に
、
芥
川
は
「
敗
北
」
し
た
と
い
う
。 

五 

清
沢
満
之
「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
（
橋
本
峰
雄
（
編
）
『
清
沢
満
之 

精
神
主
義
ほ
か
』
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
五
年
に
所
収
）
一
八
六
頁 

六 

唐
木
順
三
「
現
代
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
（
梅
原
猛
（
編
）
『
戦
後
日
本
思
想
大
系
三 

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
に
所
収
）
一
一
一
頁 

 

七 

清
沢
満
之
「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
前
掲
書
、
二
二
一
頁 

八 

大
谷
栄
一
、
吉
永
進
一
、
近
藤
俊
太
郎
（
編
）
『
近
代
仏
教
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ 

仏
教
か
ら
み
た
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
』
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
、

一
五
九
頁 

九 

清
沢
満
之
「
精
神
主
義
」
（
橋
本
峰
雄
（
編
）
『
清
沢
満
之 

精
神
主
義
ほ
か
』
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
五
年
に
所
収
）
三-

四
頁 

一
〇 

同
右
、
六
六
頁 

一
一 

夏
目
漱
石
「
現
代
日
本
の
開
化
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

一
七
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
に
所
収
）
四
一
一
頁 

一
二 

漱
石
は
「
此
世
に
生
れ
た
以
上
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
と
云
つ
て
何
を
し
て
好
い
か
少
し
も
見
当
が
付
か
な
」
い
と
い
う
「
不
安
」
を
抱

え
て
い
た
。
「
斯
う
し
た
不
安
を
抱
い
て
大
学
を
卒
業
し
、
同
じ
不
安
を
連
れ
て
松
山
か
ら
熊
本
へ
引
越
し
、
又
同
様
の
不
安
を
胸
の
底
に
畳
ん
で
遂

に
外
国
迄
渡
っ
た
」
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
、
漱
石
は
よ
う
や
く
「
自
己
の
立
脚
地
」
＝
「
自
己
本
位
」
を
得
る
に
至
り
、
そ
れ
に
関
す
る
「
科

学
的
な
研
究
や
ら
哲
学
的
の
思
索
に
耽
り
出
し
た
」
。
「
其
時
私
の
不
安
は
全
く
消
え
ま
し
た
。
私
は
軽
快
な
心
を
も
つ
て
陰
欝
な
倫
敦
を
眺
め
た
」

（
「
私
の
個
人
主
義
」
（
『
現
代
日
本
文
学
大
系 

一
七
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
に
所
収
）
四
一
七-
四
一
八
頁
）
と
、
漱
石
は
述
べ
て
い
る
。 

一
三 

清
沢
満
之
「
精
神
主
義
」
前
掲
書
、
一
五-

一
六
頁 

一
四 

暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
前
掲
書
、
三
〇-

三
一
頁 

一
五 

同
右
、
九-

一
〇
頁 

一
六 

同
右
、
二
三-

二
四
頁 

一
七 

例
え
ば
、
暁
烏
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。
「
私
は
如
来
の
お
救
い
を
信
ず
る
以
外
に
何
も
知
ら
ぬ
、
い
ろ
い
ろ
の
仏
教
の
歴
史
や
哲
学
が
聞
き
た
く

ば
東
京
や
西
京
に
多
く
の
学
者
先
生
が
お
ら
れ
る
の
で
、
あ
れ
ら
の
人
方
に
逢
う
て
き
く
が
よ
か
ろ
う
、
私
は
た
だ
愚
か
な
ま
ま
で
南
無
阿
弥
陀
仏

に
絶
対
的
に
た
よ
る
ほ
か
に
な
い
の
で
あ
る
と
答
う
る
ほ
か
は
な
い
」
（
『
歎
異
抄
講
話
』
（
同
右
）
七
七
頁
）
、
「
現
代
の
宗
教
家
な
ど
が
、
宗
教
は

科
学
的
で
あ
る
の
、
仏
教
は
哲
学
的
で
あ
る
の
と
い
う
て
、
理
屈
や
道
理
で
信
仰
の
対
象
を
説
明
し
よ
う
と
苦
し
ん
で
い
る
の
は
、
い
ま
だ
自
己
の

内
心
に
お
い
て
、
信
仰
に
絶
対
の
価
値
を
認
め
な
い
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
同
、
八
八
頁
）
。 

一
八 

清
沢
に
お
け
る
「
信
仰
」
の
原
理
性
に
つ
い
て
、
今
村
仁
司
に
よ
れ
ば
、
「
現
世
（
世
界
）
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
哲
学
的
に
語
る
こ
と
が
で
き

る
。
清
沢
の
有
機
組
織
論
は
、
哲
学
的
な
世
界
論
（
と
人
間
論
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
語
る
か
ぎ
り
で
の
清
沢
は
「
哲
学
者
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏

陀
の
智
慧
に
至
っ
た
状
態
は
、
し
た
が
っ
て
無
限
の
覚
者
の
心
的
風
景
は
、
理
性
に
よ
っ
て
推
理
・
論
証
的
に
語
る
こ
と
が
原
理
的
に
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
」
。
が
、
清
沢
は
、
こ
う
し
た
「
哲
学
的
語
り
の
有
効
な
範
囲
と
、
宗
教
的
語
り
の
範
囲
と
の
根
源
的
差
異
を
十
分
に
承
知
し
て
い
た
」
。

「
そ
れ
を
清
沢
ほ
ど
洞
察
し
た
も
の
は
近
代
の
日
本
で
は
い
な
か
っ
た
」
（
『
清
沢
満
之
と
哲
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
一
五
頁
）
と
い
う
。

筆
者
に
は
、
暁
烏
の
『
歎
異
抄
講
話
』
の
中
に
、
学
者
・
清
沢
の
よ
う
な
緻
密
な

・
・
・

「
洞
察
」
と
「
語
り
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

一
九 

江
藤
淳
に
よ
れ
ば
、
明
治
の
知
識
人
は
「
自
己
は
そ
の
欲
望
の
充
足
を
超
え
た
よ
り
高
い
何
も
の
か
の
た
め
に
抑
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
、

自
我
が
近
代
人
の
中
核
を
占
め
る
こ
と
を
一
方
で
認
め
は
し
て
も
、
な
お
超
越
的
な
価
値
に
従
属
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
た
」
が
、
日
露
戦
争
前
後

に
青
年
期
を
迎
え
た
知
識
人
た
ち
は
「
自
己
は
無
制
限
に
肯
定
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
信
じ
」、
こ
う
し
た
自
己
肯
定
を
「
「
近
代
」
的
、

か
つ
「
進
歩
」
的
な
態
度
で
あ
る
」
と
考
え
た
。
（
「
明
治
の
一
知
識
人
」
（
『
決
定
版 

夏
目
漱
石
』
新
潮
文
庫
、
一
九
七
九
年
に
所
収
）
二
四
四

-

二
四
五
頁
）
。
（
夏
目
漱
石
同
様
、
明
治
以
前
に
生
ま
れ
た
）
清
沢
満
之
の
「
万
物
一
体
」
論
は
江
藤
の
い
う
明
治
の
知
識
人
の
自
我
意
識
に
近
い

が
、
（
島
崎
藤
村
や
田
山
花
袋
同
様
、
明
治
初
め
に
生
ま
れ
た
）
暁
烏
敏
は
（
如
来
の
誓
願
に
よ
り
な
が
ら
も
）
「
自
己
は
無
制
限
に
肯
定
さ
れ
、
拡

大
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
い
う
個
人
主
義
的
傾
向
が
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。 

二
〇 

こ
こ
で
の
ニ
ー
チ
ェ
主
義
と
は
、
高
山
樗
牛
の
「
美
的
生
活
を
論
ず
」
（
一
九
〇
一
年
（
明
三
四
）
）
に
代
表
さ
れ
る
、
明
治
初
期
に
流
行
し
た

思
潮
の
こ
と
で
あ
る
。
西
尾
幹
二
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
樗
牛
は
「
高
揚
す
る
自
我
の
満
足
を
求
め
て
、
そ
れ
を
『
美
的
』
と
よ
ん
だ
。
美
的
と
は

                                        
 

本
能
の
赴
く
ま
ま
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
秩
序
に
対
立
す
る
自
由
、
組
織
に
対
立
す
る
個
人
と
い
う
、
日
本
の
そ
の
後
を
支
配
す
る
近
代
主
義
的

社
会
観
・
人
間
観
と
、
結
局
樗
牛
は
同
じ
内
容
を
語
っ
て
い
る
…
…
樗
牛
の
言
葉
の
う
ち
に
は
内
的
葛
藤
を
欠
い
た
奇
妙
に
明
る
い
予
定
調
和
が
感

じ
ら
れ
る
」
（
「
ニ
ー
チ
ェ
」『
西
尾
幹
二
全
集 

第
四
巻
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
に
所
収
）
二
四
頁
）
と
い
う
。 

二
一 

暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
前
掲
書
、
二
二
七
頁 

二
二 

同
右
、
五
一
一
頁 

二
三 

近
代
の
「
学
問
」
に
対
す
る
暁
烏
の
考
え
方
は
、
鈴
木
大
拙
の
「
東
洋
的
見
方
」
と
同
じ
で
あ
る
。
大
拙
に
よ
れ
ば
、
「
西
洋
で
は
物
が
二
つ
に

分
か
れ
て
か
ら
を
基
礎
と
し
て
考
え
進
む
。
東
洋
は
そ
の
反
対
で
、
二
つ
に
分
か
れ
ぬ
さ
き
か
ら
踏
み
出
す
」
。
「
東
洋
的
見
方
」
は
「
分
か
れ
ぬ
前
」

で
「
「
渾
然
と
し
て
一
」
で
あ
る
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
甚
だ
誤
解
し
や
す
い
言
詮
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
で
西
洋
の
考
え
方
は
、
二
元
か
ら
始
ま
る
。

二
つ
に
分
か
れ
て
く
る
と
、
相
対
の
世
界
、
対
抗
の
世
界
、
争
い
の
世
界
、
力
の
世
界
な
ど
と
い
う
も
の
が
、
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
っ
て
く
る
。
西

洋
に
科
学
や
哲
学
が
、
東
洋
に
ま
さ
っ
て
発
達
し
、
し
た
が
っ
て
技
術
の
面
に
も
、
法
律
的
組
織
の
面
に
も
、
著
し
い
進
捗
を
見
る
」
の
は
、
そ
の

考
え
方
が
二
元
論
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
「
東
洋
的
見
方
」
（
上
田
閑
照
（
編
）
『
東
洋
的
な
見
方
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
年
に
所
収
）
二
〇
頁
）
。 

二
四 

暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
前
掲
書
、
六
八
頁 

二
五 

同
右
、
五
八
〇
頁 

二
六 

坂
口
安
吾
「
文
学
の
ふ
る
さ
と
」
（
『
坂
口
安
吾
評
論
全
集 

一
』
冬
樹
社
、
一
九
七
二
年
に
所
収
）
一
〇
〇-

一
〇
一
頁 

二
七 

坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」
（
『
坂
口
安
吾
評
論
全
集 

一
』
冬
樹
社
、
一
九
七
二
年
に
所
収
）
一
九
二
頁 

二
八 

暁
烏
敏
『
更
生
の
前
後 

-

虚
無
か
ら
の
出
発
』（
一
九
二
〇
年
（
大
九
）
）
に
詳
し
い
。
一
九
一
三
年
（
大
二
）
、
暁
烏
は
妻
・
房
子
と
死
別
し

た
。
こ
の
、
妻
と
の
死
別
の
苦
し
み
は
、
『
歎
異
抄
講
話
』
で
試
み
ら
れ
た
「
信
仰
」
で
は
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
暁
烏
は
悟
っ
た
。
そ

し
て
、
彼
は
自
ら
生
み
出
し
た
「
信
仰
」
を
喪
失
し
て
し
ま
う
。
彼
は
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
道
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

二
九 

暁
烏
敏
『
歎
異
抄
講
話
』
前
掲
書
、
三
一
頁 
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